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年
も
改
ま
っ
て
1
月
中
旬
、
山
口
県
周
南
市
中

須
北
地
区
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
の

〈
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
〉
を
引
き
継
い

だ
〈
美
の
里
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
〉
の
、
表
彰
候

補
地
へ
の
視
察
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
標
高
3
0

0
メ
ー
ト
ル
の
凹
地
に
あ
り
、
斜
面
の
上
ま
で
つ

く
ら
れ
た
棚
田
か
ら
〈
す
り
鉢
棚
田
〉
と
呼
ば
れ

る
、
ま
さ
に
美
し
く
風
格
の
あ
る
風
景
を
守
っ
て

き
た
。
裏
山
の
た
め
池
か
ら
い
く
つ
も
の
サ
イ

フ
ォ
ン
を
く
ぐ
っ
て
稜
線
に
用
水
が
引
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
正
年
間
に
豊
か
な
実
り
を

約
束
す
る
〈
す
り
鉢
〉
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

こ
の
棚
田
も
多
く
の
例
に
も
れ
ず
、
10
年
ほ
ど

前
に
は
3
割
ほ
ど
が
荒
れ
、
虫
食
い
状
態
に
な
っ

て
い
た
。こ
の
状
態
に
危
機
感
を
持
っ
た
住
民
は
、

す
り
鉢
の
中
に
点
在
す
る
5
集
落
の
全
住
民
が
会

員
と
な
る
〈
棚
田
清
流
の
会
〉
を
発
足
、
こ
の
10

年
、
農
地
と
暮
ら
し
を
自
ら
の
手
で
守
る
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
農
業
体
験
交
流
会
や
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
も
つ
く
り
、
竹
や
ぶ
の
整
備
に
も
努
め

る
中
、
耕
作
放
棄
地
は
1
割
程
度
ま
で
減
少
し
、

ま
さ
に
う
る
わ
し
の
棚
田
が
よ
み
が
え
っ
た
。
農

家
で
獣
医
で
も
あ
る
佐
伯
伴
章
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
年
次
別
に
荒
れ
た
田
や
高
齢
者
の
み
の

家
の
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
な
ど
、
高
い
意
識
を
み
ん

な
で
持
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
。

　

圃ほ

場
じ
ょ
う

整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま

さ
に
自
然
の
地
形
の
上
に
、
機
械
で
は
な
く
人
の

手
で
つ
く
ら
れ
た
ゆ
る
や
か
な
曲
線
の
重
な
り

は
、
冬
枯
れ
の
寒
さ
の
中
で
も
、
こ
の
上
な
く
穏

や
か
で
美
し
か
っ
た
。
棚
田
で
丁
寧
に
つ
く
ら
れ

た
コ
メ
は
、
土
地
の
名
を
と
っ
て
〈
泣
か
す
米
〉

と
名
づ
け
ら
れ
、
評
価
も
高
い
。
そ
の
後
の
会
議

で
〈
清
流
の
会
〉
は
文
句
な
く
農
水
大
臣
賞
に
推

挙
さ
れ
た
。　

　

降
り
積
も
る
新
燃
岳
の
火
山
灰
で
大
変
な
被
害

を
受
け
た
農
家
の
人
が
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
畑
に
つ
も
っ
た
火
山
灰
を
踏
み
な
が

ら
、「
何
よ
り
も
緑
が
戻
る
こ
と
が
希
望
」
と
答

え
て
お
ら
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
国
の
、
山
と

農
地
と
農
家
が
織
り
な
す
、
人
が
育
て
て
き
た
緑

あ
ふ
れ
る
風
景
の
価
値
を
か
み
し
め
た
い
。
人
の

思
い
と
ワ
ザ
が
育
て
て
き
た
農
業
・
農
村
の
価
値

は
、
生
産
力
と
い
う
単
純
な
数
値
の
み
で
測
っ
て

は
な
ら
な
い
。

す
り
鉢
棚
田（
山
口
県
周
南
市
中
須
北
地
区
）
撮
影
：
宮
口
侗
廸
氏

早
稲
田
大
学
教
授　

宮 

口　

侗 

廸

み
や

ぐ
ち

と
し

み
ち

巻
コ ラ ム

頭

う
る
わ
し
の
棚
田
と
あ
ら
た
め
て

考
え
る
風
景
の
価
値

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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ー政策解説ー

個
人
番
号
、住
基
ネ
ッ
ト
活
用

基
本
方
針
は
、
1
月
の
政
府
・
与
党

社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
（
本
部
長
・
菅

直
人
首
相
）
で
決
め
た
。
菅
首
相
は
同
会

合
で
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
重
要
で

あ
り
、
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
」

と
指
示
。
会
合
で
は
、
国
民
へ
の
広
報
組

織
と
し
て
「
番
号
制
度
創
設
推
進
本
部
」

の
設
置
を
決
め
る
と
と
も
に
、
検
討
本
部

の
下
に
置
く
「
社
会
保
障
改
革
に
関
す
る

集
中
検
討
会
議
」（
議
長
・
菅
首
相
）
の

委
員
も
了
承
。
同
集
中
検
討
会
議
は
、
6

月
ま
で
に
政
府
が
ま
と
め
る
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
案
に
向
け
、
会
合
を
重
ね

て
い
る
。

同
方
針
で
は
、
番
号
制
度
を
「
国
民

と
国
・
地
方
公
共
団
体
等
と
の
間
の
新
し

い
信
頼
関
係
を
築
く
絆
」と
位
置
付
け
た
。

番
号
は
、
個
人
と
法
人
に
付
番
す
る
が
、

個
人
に
は
「
住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新

た
な
番
号
」
を
付
番
す
る
。
番
号
の
名
称

は
国
民
の
公
募
に
よ
り
決
め
る
と
し
た
。

付
番
対
象
と
な
る
個
人
は
、
住
民
票

コ
ー
ド
の
付
番
履
歴
が
あ
る
日
本
国
民
と

中
長
期
の
在
留
者
や
特
別
永
住
者
等
の
外

国
人
。「
付
番
機
関
」
は
「
歳
入
庁
」
の

創
設
を
検
討
す
る
が
、
当
面
、
個
人
へ
の

付
番
等
は
総
務
省
が
所
管
す
る
と
し
た
。

利
用
範
囲
、拡
大
目
指
す

番
号
を
利
用
で
き
る
分
野
は
、
年
金
、

医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
分

野
と
、
国
税
・
地
方
税
の
各
税
務
分
野
と

す
る
。
た
だ
、「
将
来
的
に
は
幅
広
い
利

用
範
囲
で
の
利
用
も
視
野
に
利
用
場
面
の

拡
大
」
を
目
指
す
と
し
た
。
全
国
町
村
会

な
ど
地
方
三
団
体
が
利
用
範
囲
等
へ
の
意

見
を
出
し
て
い
る
が
、
自
治
体
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
る
意
見
も
尊
重
し
つ
つ
、
引
き

続
き
利
用
場
面
の
拡
大
を
目
指
し
て
「
大

綱
」
の
策
定
時
ま
で
に
検
討
を
進
め
る
と

し
た
。

同
一
人
の
情
報
を
紐
付
け
し
、
紐
付

け
ら
れ
た
情
報
を
相
互
に
活
用
す
る
「
情

報
連
携
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
番
号

と
紐
付
け
さ
れ
た
情
報
を
住
基
ネ
ッ
ト
の

保
有
す
る
情
報
等
と
同
一
の
情
報
に
定
期

的
ま
た
は
随
時
に
更
新
す
る
こ
と
で
、
情

報
の
最
新
化
を
図
る
仕
組
み
を
検
討
。「
当

面
の
情
報
連
携
の
範
囲
」
は
、
社
会
保
障

と
税
務
分
野
と
す
る
が
、番
号
制
度
の「
情

報
連
携
基
盤
」
が
、
政
府
・
Ｉ
Ｔ
戦
略
本

部
が
検
討
す
る「
国
民
Ｉ
Ｄ
」制
度
の「
情

報
連
携
基
盤
」
と
な
り
、
将
来
的
に
幅
広

い
行
政
分
野
や
国
民
が
同
意
し
た
場
合
に

限
り
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
こ
と
も

「社会保障と税」の共通番号制度導入へ
６月に「大綱」

―秋に「番号法」案、2015年１月に利用開始へ―

政
府
は
今
年
6
月
、
社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
制
度
「
大
綱
」
を
ま
と

め
る
。
1
月
末
に
決
定
し
た
基
本
方
針
に
よ
る
と
、
国
民
に
付
番
す
る
番
号

は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
新
た
な
番
号
と
し
、
番
号
を

利
用
す
る
際
の
本
人
確
認
に
は
住
基
カ
ー
ド
や
公
的
個
人
認
証
を
活
用
す

る
。
番
号
を
利
用
で
き
る
分
野
は
、
当
面
は
社
会
保
障
と
税
務
行
政
分
野
と

す
る
が
、
将
来
的
に
は
幅
広
い
利
用
範
囲
で
の
利
用
を
目
指
す
方
針
も
盛
り

込
ん
だ
。
4
月
ま
で
に
「
要
綱
」
を
ま
と
め
、
今
秋
の
臨
時
国
会
に
「
番
号

法
」（
仮
称
）案
を
提
出
。
2
0
1
4
年
6
月
に
は
全
国
民
に
番
号
を
配
布
し
、

15
年
1
月
の
利
用
開
始
を
目
指
す
。
国
民
の
「
国
家
に
よ
る
監
視
・
監
督
」

な
ど
の
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
、「
第
三
者
機
関
」
を
創
設
す
る
方
針
も
打

ち
出
し
、
作
業
部
会
で
の
検
討
も
始
ま
っ
た
。
し
か
し
「
ね
じ
れ
国
会
」
な

ど
で
国
政
は
混
沌
と
し
て
お
り
、「
歴
史
的
」（
与
謝
野
馨
経
済
財
政
担
当
相
）

改
革
の
行
方
は
不
透
明
だ
。
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可
能
と
な
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
う

と
し
た
。

番
号
利
用
の
際
の
本
人
確
認
の
仕
組

み
で
は
、
公
的
個
人
認
証
と
住
基
カ
ー
ド

を
改
良
し
、
活
用
す
る
。「
第
三
者
機
関
」

の
あ
り
方
や
、
関
係
法
令
の
罰
則
強
化
な

ど
個
人
情
報
保
護
の
具
体
的
方
策
は
、
5

月
を
目
途
に
一
定
の
結
論
を
得
る
よ
う
検

討
を
進
め
る
と
し
た
。「
今
後
の
進
め
方
」

と
し
て
は
、自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

地
方
に
出
向
い
て
説
明
の
場
を
数
多
く
設

け
る
と
と
も
に
、
国
と
自
治
体
、
関
係
機

関
が
「
相
互
に
調
整
す
る
場
」
を
設
置
す

る
と
し
た
。
ま
た
、
情
報
連
携
基
盤
と
個

人
情
報
保
護
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
。
併
せ
て
、「
番

号
制
度
創
設
推
進
本
部
」の
設
置
に
よ
り
、

11
、
12
年
度
の
2
カ
年
に
全
国
47
都
道
府

県
で
番
号
制
度
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
展
開
す
る
と
し
た
。

な
お
、
全
国
市
長
会
の
共
通
番
号
制

度
検
討
会（
座
長
・
森
雅
志
富
山
市
長
）は
、

政
府
が
基
本
方
針
を
ま
と
め
る
直
前
に
意

見
を
提
出
。
番
号
の
幅
広
い
行
政
分
野
で

の
利
用
や
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
導
入

検
討
で
の
国
と
自
治
体
の
協
議
機
関
の
設

置
な
ど
を
提
言
し
た
。

個
人
情
報
保
護
で
方
策
案

実
現
に
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

が
重
要
」（
菅
首
相
）
と
な
る
が
、
基
本

方
針
に
設
置
が
盛
ら
れ
た
個
人
情
報
保
護

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長
・
堀
部
政

男
一
橋
大
名
誉
教
授
）
が
早
速
始
動
。
2

月
23
日
の
会
合
で
は
、
個
人
情
報
保
護
方

策
の
骨
格
案
が
示
さ
れ
た
。

骨
格
案
で
は
、
番
号
制
度
へ
の
国
民

の
懸
念
を
「
国
家
に
よ
る
国
民
の
監
視
・

監
督
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」「
財
産

的
被
害
の
発
生
」
の
3
点
に
整
理
。
こ
れ

を
払
拭
す
る
た
め
、
①
第
三
者
機
関
を
設

置
②
利
用
目
的
の
特
定
や
目
的
外
利
用
・

提
供
の
制
限
、
番
号
自
体
の
収
集
制
限
な

ど
を
、法
的
（
第
三
者
機
関
に
よ
る
監
視
・

監
督
、
罰
則
の
強
化
）、
シ
ス
テ
ム
的
（
個

人
情
報
の
分
散
管
理
、
権
限
者
以
外
の
ア

ク
セ
ス
の
不
可
能
化
）
に
担
保
③
自
己
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
記
録
の
確
認
な
ど
本
人

関
与
を
強
化
―
な
ど
の
対
策
を
打
ち
出
し

た
。な

お
、
今
回
の
保
護
方
策
を
考
え
る

上
で
は
、
こ
れ
が
個
人
情
報
保
護
法
制
の

特
別
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
や
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
（
個

人
情
報
を
取
扱
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

に
当
た
り
、
最
初
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
策
を
講
じ
て
お
く
概
念
）
な
ど
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

立
入
検
査
や
命
令
権
も
検
討

第
三
者
機
関
に
つ
い
て
は
、
独
自
の

判
断
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
国
家
行

政
組
織
法
の
「
三
条
委
員
会
」
と
し
、
国

の
行
政
機
関
の
ほ
か
自
治
体
や
番
号
を
扱

う
民
間
事
業
者
も
監
視
対
象
と
す
る
と
し

た
。
監
視
対
象
分
野
は
、
当
初
は
社
会
保

障
・
税
番
号
に
係
る
個
人
情
報
と
す
る
が
、

将
来
的
に
拡
大
を
目
指
す
と
し
た
。機
能
・

権
限
と
し
て
は
、
自
治
体
な
ど
監
視
対
象

機
関
へ
の
調
査
・
助
言
・
指
導
・
勧
告
権

限
等
は
最
低
限
付
与
し
、
立
入
検
査
権
限

や
命
令
権
行
使
の
仕
組
み
な
ど
も
さ
ら
に

検
討
を
進
め
る
と
し
た
。

本
人
に
よ
る
自
己
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
記
録
の
確
認
で
は
、
少
な
く
と
も
ア
ク

セ
ス
の
有
無
・
日
時
・
主
体
・
対
象
と
な
っ

た
情
報
な
ど
を
確
認
可
能
に
す
る
と
し

た
。
ま
た
、
番
号
に
係
る
個
人
情
報
の
利

用
目
的
は
、
番
号
制
度
の
利
用
場
面
を
法

律
ま
た
は
政
令
に
逐
一
書
き
込
む
こ
と
で

特
定
。
自
治
体
に
は
、
行
政
機
関
個
人
情

報
保
護
法
8
条
と
同
様
の
制
限
を
設
け
る

と
と
も
に
、
同
職
員
に
は
同
法
7
条
と
同

様
の
義
務
を
課
す
と
し
た
。
併
せ
て
、
自

治
体
職
員
等
が
職
務
の
用
以
外
の
目
的
で

番
号
に
係
る
個
人
情
報
を
閲
覧
・
複
製
す

る
こ
と
を
禁
止
。
自
治
体
が
保
有
す
る
番

号
に
係
る
個
人
情
報
の
再
委
託
、
再
々
委

託
は
、
自
治
体
等
の
許
可
を
要
す
る
こ
と

と
す
る
な
ど
法
律
上
の
制
限
を
明
示
す
る

と
し
た
。

自
治
体
職
員
等
が
職
務
の
用
以
外
の

目
的
で
番
号
に
係
る
個
人
情
報
の
フ
ァ
イ

ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
な

ど
に
罰
則
を
新
設
。
個
人
情
報
保
護
法
や

公
務
員
の
守
秘
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則

の
法
定
刑
引
上
げ
も
検
討
す
る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
第
三
者
機
関
が
、
自
治
体
等

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
影
響
評
価

（
Ｐ
Ｉ
Ａ
）
を
実
施
す
る
場
合
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ん

だ
。

（
自
治
日
報
記
者　

内
川
正
浩
）

※参考　今後のスケジュールについて
平成23年（2011年）1月　基本方針
 3 月～ 4月 「社会保障・税番号要綱」（仮称）の公表
 6 月 「社会保障・税番号大綱」（仮称）の公表
 秋以降  可能な限り早期に「番号法（仮称）」案、関係

法律の改正法案を提出
※ 番号制度の導入時期は制度設計や法案の成立時期により今後変わり
得るが以下を目途とする
平成26年（2014年）1月　第三者機関設置
 6 月  全国民に「番号」配布（ICカードの国民への配

布を検討）
平成27年（2015年）1月　税務分野等のうち可能な範囲で利用開始
 以降 段階的に利用範囲を拡大
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我
が
国
の
農
山
漁
村
は
、
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
早
急
に
そ
の
活
力
の
再
生
を

図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。こ
の
た
め
、

農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
に
潜
在
す
る

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
様
々
な
産
業

の
有
す
る
知
見
と
結
び
つ
け
、
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
の
展
開
や
新
産
業
の
創
出
を
図

る
「
農
山
漁
村
の
6
次
産
業
化
」
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
林
漁
業
者
の
所
得

向
上
や
農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
雇
用

を
確
保
す
る
の
み
な
ら
ず
、

①　

農
林
漁
業
等
へ
の
若
者
の
参
入
の

促
進
が
図
ら
れ
、

②　

Ｕ
タ
ー
ン
、
若
者
の
定
住
化
の
促

進
等
を
通
じ
て
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
の
抑
制
が
図
ら
れ
る

な
ど
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
資
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
（
別
紙

1
）。農

山
漁
村
の
6
次
産
業
化
の
推
進
の

た
め
に
、

（
1
）
農
林
漁
業
者
等
の
事
業
の
多
角

化
、
高
度
化
等
を
促
進
す
る
新
た
な

道
筋
を
作
り
、
6
次
産
業
化
の
推
進

の
た
め
の
中
核
と
な
る
「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る

新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林

水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律

（
六
次
産
業
化
法
）」
が
前
臨
時
国
会

で
成
立
し
、
昨
年
12
月
3
日
に
公
布

さ
れ
、
関
係
政
省
令
を
作
成
し
、
3

月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

（
別
紙
2
）。

（
2
）
今
後
、
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、

①　

六
次
産
業
化
法
の
制
定
趣
旨
や

狙
い
を
農
林
漁
業
者
等
に
対
し
、

正
確
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

②　

地
域
一
体
と
な
っ
て
、
6
次
産

業
化
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
を

整
備
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
に
設

置
し
た
地
方
農
政
局
等
の
総
合
相

談
相
談
窓
口
で
、
6
次
産
業
化
に

取
り
組
も
う
と
す
る
農
林
漁
業
者

ら
の
個
別
相
談
へ
の
対
応
や
、
地

域
段
階
に
お
け
る
6
次
産
業
化
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
配
置
に
よ
る
事
業
計

画
の
策
定
の
支
援
を
図
り
、

③　

農
林
水
産
物
の
加
工
、販
売（
直

農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
食
品
産
業
企
画
課　

課
長
補
佐　

吉
岡　

崇
治

農
山
漁
村
の
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

○ 雇用と所得を確保し、若者や子供も集落に定住できる社会を構築するため、農林漁業生産と加工・販売
の一体化や、地域資源を活用した新たな産業の創出を促進するなど、農山漁村の６次産業化を推進。

地
域
資
源
の
有
効
活
用

農山漁村に由来する様々な地域資源

○ 農林水産物

○ バイオマス

○ 自然エネルギー

○ 経験・知恵

○ 風景

等

農山漁村の地域資源を活用し
新たな事業に取り組もうとする
産業

食品産業、観光産業、IT産業、

化粧品・医薬製造業、エネルギー産業
等

○ 伝統文化

マーケットの拡大を図りつつ、
農山漁村の６次産業化

○ 生産・加工・流通（販売）の一体化
による付加価値の拡大

○ 農林漁業と２次・３次産業との連
携・融合による地域ビジネスの展
開や新たな産業の創出

新たな付加価値を創出

○ ２次・３次産業による農林漁業へ
の参入

バイオマス等地域資源を活用した
新事業の創出

農商工連携の推進

再生可能エネルギー利用の推進
等

農林漁業者による加工・販売分野の
取組（多角化、複合化等）
農林水産物や食品の輸出
等

0

2

4

6

8

10

12

14

H2 H7 H12 H18

（兆円） ３割減

１１．５
兆円 １０．４

兆円

0
1
2
3
4
5
6
7

H2 H7 H12 H17

（兆円）

③ 農業所得の低下

６．１
兆円 ５．０

兆円 ４．０
兆円

３．４
兆円

半減

④ 農山漁村地域における

○企業の撤退

○公共事業の減少

９．１
兆円 ８．３

兆円

② 農業産出額の低下

① 国内食品マーケットの縮小

60

65

70

75

80

85

H7 H12 H17
※ 飲食料の最終消費額

（兆円）

１割減

８０．４
兆円 ７９．５

兆円 ７３．６
兆円

現 状

※別紙１　農山漁村の６次産業化の考え方

・食品廃棄物
・未利用間伐材
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売
所
）、食
材
提
供（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

施
設
の
整
備
、
新
商
品
の
開
発
等

を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
措
置
等

を
講
じ
（
別
紙
3
）

④　

六
次
産
業
化
法
に
基
づ
く
事
業

計
画
の
申
請
を
3
月
1
日
か
ら
受

け
付
け
中
で
あ
り
、
第
1
回
の
認

定
を
5
月
ご
ろ
に
実
施
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
6
次
産
業
化
が
地
域
の

大
き
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
体
系
的
、
一
体
的
な
政
策
推
進

に
努
め
て
い
く
（
総
合
相
談
窓
口
の

連
絡
先
、
政
省
令
、
基
本
方
針
、
予

算
措
置
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g
o
.jp
/j/

soushoku/sanki/6jika.htm
l

」

（
農
林
水
産
省　

農
山
漁
村
の
6
次

産
業
化
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
方
々
に
お
か
れ
て
も
、

管
内
の
農
林
漁
業
者
の
方
々
と
も
に
、

地
域
全
体
と
し
て
6
次
産
業
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
各
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

地※別紙２ 域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び
地域の農林水産物の利用促進に関する法律（六次産業化法）

１ 前文、目的（第１章）

地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等に関する施策及び地域の

農林水産物の利用の促進に関する施策を総合的に推進することにより、農林漁業等の
振興等を図るとともに、食料自給率の向上等に寄与することを目的とする。

２ 地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等（第２章）［６次産業化関係］

（１）総合化事業計画（農林水産大臣が認定）
農林漁業者等が、農林水産物及び副産物（バイオマス等）の生産及びその加

工又は販売を一体的に行う事業活動に関する計画
農林漁業者等の取組に協力する民間事業者（促進事業者）も支援対象

（支援措置）
農業改良資金融通法等の特例（償還期限及び据置期間の延長等）

野菜生産出荷安定法の特例（指定野菜のリレー出荷による契約販売に
等）付交の金付交るす対

（２）研究開発・成果利用事業計画（農林水産大臣及び事業所管大臣が認定）
民間事業者等が、上記の事業活動に資する研究開発及びその成果の利用を

行う事業活動に関する計画
（支援措置）

種苗法の特例（出願料・登録料の減免）
農地法の特例（農地転用許可に係る手続の簡素化） 等

○

○

○

・

・

・
・

３ 地域の農林水産物の利用の促進（第３章）［地産地消関係］

（１）基本理念
①生産者と消費者との結びつきの強化、②地域の農林漁業及び関連事業の振興に

よる地域の活性化、③消費者の豊かな食生活の実現、④食育との一体的な推進、
⑤都市と農山漁村の共生・対流との一体的な推進、⑥食料自給率の向上への寄与、
⑦環境への負荷の低減への寄与、⑧社会的気運の醸成及び地域における主体的な
取組を促進すること。

国による基本方針の策定、都道府県及び市町村による地域の農林水産物の利
用についての促進計画の策定

（２）

（３） 国及び地方公共団体による必要な支援の実施

［第２章（６次産業化関係）］ 公布の日から６か月以内（平成２３年３月１日）

［第１章（目的）、第３章（地産地消関係）］ 公布の日（平成２２年１２月３日）

４ 施行日

※別紙３　平成23年度 未来を切り拓く６次産業創出総合対策

基幹対策

品目・産地・担い手対策における取組推進

・ 加工・業務用の新品種・新作物の導入など、農林
漁業者の６次産業化に向けた品目・産地・担い手対

策としての取組を推進

国内市場活性化、海外市場開拓の促進

・ 高齢者向け加工食品の供給円滑化
・ 農林水産物・食品の輸出拡大と食品産業の東アジ
ア等への海外展開

研究開発の推進

・ 農林水産物を活用した新素材・医薬品の開発
・ 加工・業務用需要に対応した新品種等の開発

〔農林漁業者自らの加工・販売分野への進出〕

〔農山漁村に由来する資源の活用〕

市場拡大対策

農山漁村集落の再生

・ 農山漁村の豊かな地域資源を活かした集落ぐる
みの交流の取組を支援

６次産業化向け制度融資

・ ６次産業化に資する農業改良資金や短期運転
資金の融通

農林漁業者の所得向上
農山漁村の活性化
新たな市場・付加価値の創造

１次×２次×３次産業の促進

● ６次産業化プランナーによる専門的アドバイス

● 新商品の開発や販路開拓

● 加工・販売施設や農業用機械の整備

● 素材・エネルギー・医薬品分野等での新産業の創出

● 地域におけるバイオマスの利活用の推進

● バイオ燃料製造技術の実証

関連対策
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は
じ
め
に

那
須
の
山
々
を
源
と
し
て
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
る
那
珂
川
と
八や

溝み
ぞ

山
系
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
受
け
、
発
展
を
続
け
て
き
た
馬
頭
町

と
小
川
町
が
平
成
17
年
10
月
に
合
併
し
て

「
那
珂
川
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

栃
木
県
の
東
部
、茨
城
県
境
に
位
置
し
、東

西
約
23
㎞
、南
北
約
19
㎞
、中
央
部
に
は
関
東

の
四
万
十
川
と
称
さ
れ
町
名
の
由
来
と
な
っ

た
清
流
那
珂
川
が
南
流
し
て
い
ま
す
。
総
面

積
1
9
2
・
84
㎢
の
う
ち
耕
地
が
約
15
％
、森

林
が
約
64
％
を
占
め
る
中
山
間
地
域
で
す
。

人
口
は
、
1
9
、0
0
0
人
あ
ま
り
で
、
主

な
産
業
は
、農
業
、林
業
、観
光
業
で
す
。農
業

は
、
水
稲
・
畜
産
が
主
体
で
す
が
、
近
年
で

は
ト
マ
ト
、イ
チ
ゴ
、ナ
ス
な
ど
の
施
設
園
芸

作
物
や
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
類
も
定

着
し
て
い
ま
す
。林
業
で
は
、豊
富
な
山
林
を

有
す
る
八
溝
山
系
の
木
材
は
、「
と
ち
ぎ
八
溝

材
」と
し
て
良
質
で
す
が
、木
材
需
要
の
低
迷

に
よ
り
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、地
域
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
す
る
と
と
も
に
、地
場
産
業
と
連
携
し
特

産
品
の
推
奨
を
図
り
、交
流
人
口
の
増
加
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
・
快
適
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

街
な
み
環
境
整
備

広
重
美
術
館
を
核
と
し
た
「
に
ぎ
わ
い
の

那珂川町

Ｎ

茨城県

栃木県
・

現地レポート

かな

栃木県 那珂川町
まち

町村独自のまちづくり

がわ

豊かな自然と文化にはぐくまれ
やさしさと活力に満ちたまちづくり
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あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
街
な
み
環
境

に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
道
路
整
備
を

推
進
し
、
人
に
や
さ
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
電
線
類
の
地
中
化
も
実
施
し
、

街
な
み
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

高
齢
者
等
の
マ
イ
カ
ー
を
利
用
で
き
な
い

交
通
弱
者
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
自
宅
と

市
街
地
ま
で
を
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
運

行
す
る
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
か
ち
ゃ
ん

号
」
の
実
証
運
行
を
平
成
22
年
10
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。
実
証
運
行
に
よ
り
見
直
し
を
行

い
本
格
運
行
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

 

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

当
町
は
、高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
、情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
た
地
域
の
一
体
性
の

確
保
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
的
に
、
平
成
17
年
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事

業
計
画
を
策
定
し
、
平
成
18

年
か
ら
3
か
年
の
継
続
事
業

で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の

高
度
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
4
月
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
再
送
信
を
始
め
、

Ｃ
Ｓ
有
料
放
送
サ
ー
ビ
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
、
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス

な
ど
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
あ
く
ま
で
地

域
活
性
化
の
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
の
町
民
の
利
便
性
の
向
上
、
地
域

福
祉
や
地
域
産
業
の
活
性
化
、豊
か
で
安
全
・

安
心
な
生
活
の
確
保
等
に
利
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
を
育
て
未
来
を
拓
く
ま
ち
づ
く
り

文
化
の
振
興

歴
史
的
に
は
、
関
東
地
方
で
最
も
古
い
古

墳
が
造
ら
れ
る
な
ど
特
色
あ
る
文
化
が
育
ま

れ
ま
し
た
。国
指
定
史
跡
の
筆
頭
は
、古
代
那

須
地
方
の
役
所
で
あ
る
那な

須す

官か
ん

衙が

で
す
。
発

掘
調
査
の
結
果
、

役
所
や
倉
と
み
ら

れ
る
建
物
跡
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
最
古
と
さ
れ

る
駒
形
大
塚
古

墳
、
前
方
後
方
墳

の
那
須
八
幡
塚
古

墳
な
ど
の
那
須
小

川
古
墳
群
、
古
代

の
豪
族
の
墓
跡
と

伝
え
ら
れ
る
唐か

ら

の

御ご

所し
ょ

、
弓
の
名
手

那
須
与
一
が
生
ま

れ
た
と
さ
れ
る
那

須
神
田
城
址
な
ど

が
国
指
定
の
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
史
跡
や
資
料
を
保
護
し
、
文
化

財
の
調
査
研
究
啓
蒙
普
及
を
図
る
た
め
県
立

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
は
、
ふ
る
さ
と
の

森
公
園
の
一
角
に
あ
り
、
県
北
部
地
域
の
文

化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

歌
川
広
重
の
肉
筆
浮
世
絵
・
版
画
等
を
中

心
と
す
る「
青
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
寄
贈
を

契
機
に
建
築
し
た
馬
頭
広
重
美
術
館
は
、
美

術
品
の
研
究
・
保
存
、芸
術
鑑
賞
な
ど
新
た
な

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
の
推
進

豊
か
な
国
際
感
覚
と
感
性
を
身
に
付
け
、

国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
と

国
際
交
流
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

△

県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

△

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
か
ち
ゃ
ん

△

電
線
類
の
地
中
化
を
実
施
し
、
景
観
に
配
慮

し
た
街
並
み

△

平
成
21
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
テ
レ
ビ

放
送
施
設

△

大
栄
西
瓜
初
出
荷
式
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
夏
味
ち
ゃ
ん
」
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し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
県
内
に
在
住
す

る
外
国
人
を
中
心
に
地
域
民
間

団
体
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
国
際
交

流
事
業
で
す
。「
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
Ｉ
Ｎ
那
珂

川
」と
名
付
け
た
こ
の
事
業
は
、

田
植
え
時
期
と
稲
の
収
穫
時
期

の
年
2
回
実
施
し
、
平
成
22
年

度
で
15
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
10
月
の
収
穫
に
は
、
県

内
在
住
の
外
国
語
指
導
助
手
や

留
学
生
な
ど
29
人
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
総
勢
1
2
0
人
が
参
加
し

て
春
に
植
え
た
稲
の
刈
取
り
を
行
い
ま
し

た
。
稲
刈
り
終
了
後

に
は
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
作
り
料

理
や
指
導
に
よ
る
餅

つ
き
な
ど
で
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

へ
中
学
生
や
高
校
生

を
派
遣
し
、
国
際
理

解
教
育
活
動
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

人
が
に
ぎ
わ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

自
然
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興

町
の
中
央
を
流
れ
る
那
珂
川
は
、
鮎
の
漁

獲
量
日
本
一
で
、
釣
り
の
メ
ッ
カ
で
す
。
魚

屋
の
軒
先
や
観
光
や
な
で
食
べ
る
鮎
の
塩
焼

き
は
格
別
で
す
。

町
内
9
か
所
の
農
産
物
直
売
所
に
は
採
れ

た
て
の
大
根
や
白
菜
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

な
ど
の
新
鮮
野
菜
や
イ
チ
ゴ
、
ナ
シ
、
ク
リ

な
ど
の
果
物
が
並
び
、
安
全
安
心
な
食
材
を

供
給
し
て
い
ま
す
。

と
ち
ぎ
「
食
」
の
回
廊
で
、「
八
溝

そ
ば
街
道
」
に
あ
た
る
当
町
に
は
、
十

数
軒
の
そ
ば
処
が
あ
り
、
八
溝
山
系
の

豊
か
な
水
資
源
の
も
と
、
寒
暖
差
の
大

き
い
中
山
間
地
域
で
作
ら
れ
た
香
り

の
高
い
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
こ
だ
わ

り
の
食
味
が

楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
新

た
な
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組

み
を
紹
介
し

ま
す
。
一
つ

は
、
箱
罠
や

く
く
り
罠
で

捕
獲
し
た
野

生
の
イ
ノ
シ
シ
の
生
体
を
買
い
取
り
、
町
営

加
工
施
設
で
商
品
化
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
に

「
八
溝
し
し
ま
る
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
け

て
売
り
出
し
ま
し
た
。

「
八
溝
し
し
ま
る
」
は
、
食
肉
加
工
店
や

地
元
温
泉
旅
館
、
飲
食
店
に
出
荷
さ
れ
、
八

溝
し
し
ま
る
料
理
と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
農
作
物
の
被
害
も
減
少
し
、
ま
さ
に
一

石
二
鳥
の
取
り
組
み
で
す
。

二
つ
目
は
、
温
泉
を
活
用
し
て
、
高
級
魚

の
ト
ラ
フ
グ
を
養
殖
す
る
「
那
珂
川
町
温
泉

ト
ラ
フ
グ
研
究
会
」
の
取
り
組
み
で
す
。
廃

校
と
な
っ
た
小
学
校
で
塩
分
を
含
ん
だ
温
泉

を
使
っ
て
実
証
実
験
を
続
け
て
、「
温
泉
ト

ラ
フ
グ
」
の
養
殖
に
成
功
し
、
昨
年
夏
に
初

出
荷
し
ま
し
た
。
今

後
、
事
業
拡
大
に
よ

り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
ま
す

自
然
の
恵
み

八
溝
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
当

町
は
、
緑
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
、

古
代
か
ら
連
な
る
歴
史
文
化
資
源
、
温
泉
、

美
術
館
、
ゴ
ル
フ
場
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
資
源
な
ど
魅
力
的

な
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

那
珂
川
沿
い
の
高
台
に
あ
る
馬
頭
温
泉
郷

は
、
1
8
6
0
（
万
延
元
）
年
に
源
泉
が
発

見
さ
れ
、
今
も
豊
富
な
お
湯
が
湧
き
出
て
い

ま
す
。
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
、
肌
が
な
め

ら
か
に
な
る
こ
と
か
ら
「
美
人
の
湯
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、「
町
営
温
泉
ゆ
り
が
ね
の
湯
」

を
始
め
、
十
数
軒
の
温
泉
宿
か
ら
眺
め
る
夕

日
に
染
ま
る
那
珂
川
は
絶
景
で
す
。

ま
た
、
対
岸
の
「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
」
は
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
酸
塩
・
塩
化
物
泉
で
電
気
風

呂
、
気
泡
浴
、
遠
赤
外
線
強
化
仕
様
フ
ィ
ン

△

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

と
の
交
流

△

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
Ｉ
Ｎ
那
珂

川
」
で
の
稲
の
収
穫

△

農
産
物
直
売
所
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ラ
ン
ド
サ
ウ
ナ
な
ど
様
々

な
入
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

美
術
館

当
町
に
は
、
三
つ
の
美

術
館
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
那
珂
川
町
馬

頭
広
重
美
術
館
」は
、江
戸

時
代
の
浮
世
絵
師
歌
川
広

重
の
貴
重
な
肉
筆
画
や
保

永
堂
版
東
海
道
五
拾
三
次

之
内
、
小
林
清
親
を
中
心

と
し
た
明
治
版
画
、
日
本

洋
画
界
創
始
期
の
画
家
川

村
清
雄
の
油
絵
、
思
想
家

徳
富
蘇
峰
の
書
な
ど
を
所

有
し
て
い
ま
す
。「
江
都

八
景
」
や
「
富
士
十
二
景
」

な
ど
、
広
重
の
肉
筆
画
の
名
品
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
建
築
家
隈
研
吾

氏
の
設
計
に
よ
る
建
物
は
、「
広
重
の
芸
術

と
伝
統
を
表
現
す
る
伝
統
的
で
落
ち
着
き

の
あ
る
外

観
」
を
コ

ン
セ
プ
ト

と
し
、
自

然
豊
か
な

町
の
景
観

に
溶
け
込

む
よ
う
、

ゆ
っ
た
り

と
し
た
平

屋
建
て
に

切
妻
の
大

屋
根
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

美
術
館
全

体
は
、
地
元

産
の
八
溝
杉

に
よ
る
格
子

（
ル
ー
バ
ー
）

に
包
ま
れ
、

時
間
と
と
も

に
移
り
ゆ
く

光
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。

「
い
わ
む

ら
か
ず
お
絵
本
の
丘
美
術

館
」
は
、日
本
の
み
な
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
13

か
国
の
国
々
で
翻
訳
出

版
さ
れ
て
い
る
世
界
的

な
絵
本
作
家
い
わ
む
ら

か
ず
お
氏
の
原
画
や
絵

本
な
ど
が
展
示
さ
れ
た

美
術
館
で
す
。

美
術
館
に
併
設
さ
れ

た
え
ほ
ん
の
丘
（
子
ど

も
の
森
）
は
、
総
面
積

10
㌶
の
土
地
が
、
描
か

れ
た
絵
本
同
様
に
雑
木

林
や
草
原
、
田
ん
ぼ
や

畑
な
ど
を
配
し
、
訪
れ

た
子
供
た
ち
が
自
然
を

学
び
、
豊
か
な
心
を
育

む
情
操
教
育
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
ひ
と
つ
の

美
術
館
」
は
、
廃
校

に
な
っ
た
小
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
障
が
い
を

抱
え
た
人
た
ち
の
芸

術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、
誰

も
が
表
現
活
動
の
楽

し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
場
と
し

て
、
あ
る
い
は
ア
ー

ト
本
来
の
力
に
よ
っ
て
人
と
人
を
結
び
つ

け
、
誰
も
が
人
の
可
能
性
、
自
分
の
可
能
性

を
見
出
し
て
い
く
、
そ
ん
な
新
し
い
出
会
い

の
場
を
提
供
し
て
い
る
美
術
館

で
す
。

 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統

の
技

「
小こ
い

砂さ
ご

焼や
き

」
は
、
日
本
最
古

の
砂
金
の
産
地
と
伝
え
ら
れ
る

当
町
の
小
砂
地
区
か
ら
焼
物
に

適
し
た
陶
土
が
発
見
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
水
戸
藩
主
徳

川
斉
昭
が
御
用
窯
と
し
て
庇
護

し
、
日
用
の
陶
器
が
焼
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
黄
金
の
光
を
放
つ

砂
金
を
思
わ
せ
る
金
結
晶
の
陶

器
を
始
め
、
青
磁
、
白
磁
な
ど

が
7
軒
の
窯
元
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
芸

術
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
日
用
性
を
重
視
し

た
皿
、
碗
、
壺
な
ど
を
生
産
し
、「
栃
木
特

産
百
選
」、「
県
伝
統
工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
砂
焼
体
験
セ
ン
タ
ー「
陶
遊

館
」で
は
、手
び
ね
り
や
絵
付
け
な
ど
を
気
軽

に
体
験
で
き
ま
す
。

農
あ
る
田
舎
暮
ら
し
高た

か

手で

の
里

定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
、
家
庭
菜
園
も

で
き
る
分
譲
宅
地
「
農
あ
る
田
舎
暮
ら
し
高

手
の
里
」
を
造
成
し
ま
し
た
。

町
外
か
ら
定
住
希
望
す
る
人
に
住
宅
用
地

と
し
て
20
年
間
無
償
貸
与
す
る
も
の
で
、
1

区
画
1
5
0
坪
程
度
で
10
区
画
整
備
し
ま
し

た
。
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る
方
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
那
珂
川
町
長　

大
金　

伊
一
）

△「
い
わ
む
ら
か
ず
お
絵
本
の
丘
美
術
館
」

△

那
珂
川
町
馬
頭
広
重
美
術
館

△

「
農
あ
る
田
舎
暮
ら
し
高
手
の
里
」を
造
成

△

小
砂
焼
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情 報

全
体
テ
ー
マ
：
地
域
主
権
時
代
の
ふ

る
さ
と
イ
ズ
ム
の
構
築
に
向
け
て

「
ふ
る
さ
と
再
生
・
行
動
す
る
首
長
会
議
」

　

農
山
村
活
性
化
に
つ
な
が
る
政
策
の
実
現

を
目
指
す
市
町
村
長
ら
が
平
成
22
年
9
月
23

日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
首
長
間
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
現
在
市
町
村
が
抱
え
る
諸
問

題
の
解
決
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
選
択
定
住
を
求
め
る
国
民
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
見
い
だ

し
、
豊
か
で
幸
福
に
あ
ふ
れ
る
人
生
を
そ
の

地
で
実
現
で
き
る
環
境
を
早
急
に
整
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
為
に
は
、
当
該

問
題
の
解
決
を
積
極
・
果
敢
に
政
府
に
対
し

て
提
案
・
提
言
・
要
請
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
的
な
行
動
原
理
と
す
る
も
の
で
す
。

【
日
時
】

平
成
23
年
3
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

【
場
所
】

政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
東
京
都
港
区
）

【
日
程
】

☆
1
日
目

■
開
会
式　

13
：
00
〜
13
：
30

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ　

14
：
00
〜
16
：
00

　

①
基
調
講
演
：
持
続
可
能
な
国
土
づ
く
り

と
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
」
の
再
生

講
師
…
武
内
和
彦
（
東
京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）

　

②
基
調
講
演
：
〝
ふ
る
さ
と
イ
ズ
ム
〞
の

時
代
が
要
請
す
る
首
長
の
使
命
を
問
う
！

講
師
…
飯
尾
潤
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学

教
授
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ　

16
：
15
〜
17
：
45

〔
パ
ネ
ル
討
論
〕

テ
ー
マ
：
今
日
的
課
題
と
し
て
〝
ふ
る
さ

と
〞
の
意
味
を
考
え
る
！

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅲ　

18
：
00
〜
19
：
30

　

交
流
会　

☆
2
日
目

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅳ　

9
：
30
〜
11
：
30

〔
首
長
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〕

　

分
科
会
全
体
テ
ー
マ
：
持
続
的
地
域
社
会

づ
く
り
を
支
え
る
〝
ふ
る
さ
と
イ
ズ
ム
〞

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅴ　

13
：
00
〜
15
：
00

　

テ
ー
マ
：
新
ふ
る
さ
と
時
代
に
、
首
長
に

求
め
ら
れ
る
も
の
と
は
何
か
？

　

①
分
科
会
報
告
②
パ
ネ
ル
討
論

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅵ　

15
：
00
〜
16
：
00

　

平
成
22
年
度
定
例
総
会

①
平
成
22
年
度
活
動
報
告
②
平
成
23
年
度

活
動
計
画
③
行
動
す
る
首
長
会
議
の
政
策

課
題
（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
採
択

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
る
さ
と
再
生
・
行
動
す
る
首
長
会
議事

務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3－

3
5
4
3－

0
3
3
6

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
3－

3
5
4
3－

0
3
4
6

e-m
ail : info@

furusatokaiki.net

第
１
回

「
ふ
る
さ
と
再
生
・
行
動
す
る
首
長
会
議
・
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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随 想

平
成
17
年
1
月
1
日
、
旧
白
石
町
・
福

富
町
・
有
明
町
が
合
併
し
、
新
し
い
白
石

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。新
し
い
白
石
町
は
、

東
に
日
本
最
大
の
干
満
差
が
あ
る
有
明

海
、
西
は
万
葉
集
や
日
本
書
紀
に
も
そ
の

名
が
残
る
日
本
三
大
歌
垣
の
一
つ
杵
島

山
、
南
は
塩
田
川
、
北
は
感
潮
が
20
㎞
に

も
及
ぶ
六
角
川
と
、
四
方
を
山
と
河
、
海

岸
の
堤
防
で
囲
ま
れ
た
中
に
白
石
平
野
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

平
野
で
は
、
水
稲
・
麦
・
玉
葱
・
大
豆
・

蓮
根
・
苺
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
多
く
の
農

産
物
と
、
有
明
海
で
は
日
本
一
の
有
明
海

苔
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
土
面
積
約
1
0
0
㎢
の
う
ち
、
山
地

は
約
1
割
で
、
残
り
9
割
の
平
地
は
有
明

海
の
潮
汐
作
用
に
よ
り
自
然
陸
化
し
た
も

の
、
或
い
は
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
標
高
3
・
5
か
ら
マ
イ
ナ
ス
1
・
0
ｍ

の
極
め
て
低
平
で
軟
弱
な
、
し
か
し
肥
沃

な
平
野
で
す
。

広
い
平
野
に
比
べ
、
背
後
地
に
大
き
な

山
も
無
い
こ
と
か
ら
用
水
の
確
保
に
は
大

変
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
飲
料
水
に
は
地

下
水
、
農
業
用
水
に
は
大
小
の
た
め
池
と

湧
水
、
そ
し
て
6
0
0
ha
に
及
ぶ
貯
水
堀

（
ク
リ
ー
ク
）
を
水
源
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
用
水
不
足
は
補
え
ず
、
そ
の
大
半
を

地
下
水
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
42

年
7
月
1
日
か
ら
8
月
25
日
ま
で
の
55
日

間
無
降
雨
と
い
う
大
干
ば
つ
に
際
し
て

は
、
深
さ
1
5
0
ｍ
に
及
ぶ
深
井
戸
32
本

が
掘
ら
れ
、
飲
料
水
3
6
0
万
㎥
、
農
業

用
水
1
9
3
0
万
㎥
、
合
計
2
2
9
0
万

㎥
の
地
下
水
が
汲
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
大
18
㎝
に
も
及
ぶ
地
盤
沈

下
が
発
生
し
、
杵
島
山
麓
に
あ
っ
た
湧
水

は
こ
と
ご
と
く
枯
渇
し
、
家
屋
は
傾
き
、

農
地
は
波
の
よ
う
に
う
ね
り
、
支
持
杭
を

打
っ
た
構
造
物
は
抜
け
上
が
り
、
階
段
を

継
ぎ
足
す
な
ど
、
そ
の
修
復
に
は
多
大
の

費
用
と
労
力
を
要
し
ま
し
た
。
現
在
も
地

盤
沈
下
は
進
行
中
で
累
計
1
8
0
㎝
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
白
石
町
で
は
、

地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
用
水
を
地
表
水

に
切
り
替
え
る
こ
と
は
永
年
の
悲
願
で
し

た
。
上
水
道
は
平
成
13
年
4
月
、
佐
賀
西

部
広
域
水
道
に
加
入
し
、
地
表
水
に
切
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
結
果
、昭
和
42
年

に
枯
渇
し
て
い
た
8
0
0
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ『
縫ぬ

い

ノの

池い
け

』に
湧
水
が
復
活
し
ま
し

た
。
農
業
用
水
を
地
表
水
に
切
り
替
え
る

と
さ
ら
に
大
き
な
効
果
が
表
れ
、
地
盤
沈

下
も
終
局
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
水
源
と
な
る
嘉
瀬
川
ダ
ム
は
国

土
交
通
省
に
よ
り
多
く
の
地
権
者
の
犠
牲

と
協
力
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
の
努
力
に

よ
っ
て
建
設
が
進
め
ら
れ
、
平
成
22
年
10

月
に
は
ダ
ム
の
試
験
貯
水
が
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
24
年
3
月
に
は
満
水
の
予
定
で

す
。嘉

瀬
川
ダ
ム
か
ら
白
石
平
野
に
送
水
す

る
導
水
路
工
事
も
農
林
水
産
省
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
3
月
に
は

完
成
の
見
込
み
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
24

年
4
月
に
は
、
こ
の
水
が
白
石
平
野
を
潤

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
は
地
盤
沈

下
が
終
局
し
、
多
品
目
で
、
安
全
・
安
心

な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
る
新
し
い
白
石
農

業
の
出
発
と
な
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま
で

本
当
に
長
い
長
い
道
の
り
で
し
た
。
こ
の

間
ご
苦
労
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
集
中
豪
雨
で
は

堪
水
被
害
で
泣
き
、
干
ば
つ
で
農
作
物
が

枯
れ
る
の
を
見
て
泣
く
。
必
要
な
時
必
要

な
水
が
無
い
悲
し
さ
を
知
っ
て
い
る
私
た

ち
だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
の
重
要
性
を
常
に
考
え
て
大
切
に

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

湧
水
が
復
活
し
た
縫
ノ
池
の
地
元
で

は
、
地
域
住
民
全
員
が
参
加
し
て
「
水
は

生
命
の
源
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
環

境
美
化
や
近
隣
市
町
の
住
民
を
含
め
た
交

流
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
水

を
中
心
に
し
て
地
域
づ
く
り
が
進
ん
で
い

る
の
で
す
。

白
石
平
野
に
悲
願
の
水
が
届
く
日
を
間

近
に
控
え
、「
人
と
大
地
が
う
る
お
い
輝

く
豊
穣
の
ま
ち
」
白
石
町
建
設
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

か
た 

渕ふ
ち

　
弘ひ

ろ 

晃あ
き

白
石
平
野
に
水
を

佐
賀
県
白し

ろ

石い
し

町
長

片丅
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